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極域・寒冷域研究連絡会のご案内

　「極域・寒冷域研究連絡会」は1989年に「極域研究連

絡会」として気象学会内の研究連絡会第1号として発

足し，これまで極域の大気・雪氷圏に関する研究発表，

研究・観測計画の立案の場として運営されて来ました．

更に本年度からは「極域・寒冷域研究連絡会」と名称

を改め，既存の研究領域に加えて広く寒冷域をも含め

て扱い，より活発な活動を予定しております．

　今回は，1997年度の気象学会春季大会に合わせ，大

会期間中に筑波で行なう予定です．今回は「国際北極

研究センターへの展望」と題して，今年度後半からア

ラスカのフェアバンクスに発足する同センター設立の

経緯，今後のサイエンスプランなどについて，北海道

大学池田元美教授による説明会を企画しております．

その要旨を末尾に添付いたしました．多くの皆様の参

加を期待しております．

　現時点では，大会終了直後（5月23日夕方）に大会

会場にて行うことを計画しておりますが，時間・会場

等の詳細は後日改めて連絡いたします．
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「国際北極研究センター」構築へ向けて

　　北海道大学大学院地球環境科学研究科　池田元美

　国際北極研究センター設立に向けた会議が1月にシ

アトルで開かれました．私はこれに出席し，日本側の

コンタクト・ポイントになりました．このフェアバン

クス（アラスカ）に開設されるセンターには，アメリ

カ側に加えて，日本から海洋科学技術センター，宇宙

開発事業団，そして科学技術庁主導のフロンティアが

はいり，それぞれ海洋観測，リモート・センシング，モ

デリングを中心に役割分担をすることになっています．

　以下に添付する日米間で交された（当面の）合意内

容をご覧になると，どのような分野の研究が期待され

ているかわかることと思います．この中で特に海洋・

海氷と大気海洋相互作用に重点をおいて，9年度に10人

の研究者，その後毎年10人ずつ増やしていき，11年度

からは30人体制でセンターを運営していく計画です．

この人数には日本人研究者を兼任で送る場合，また外

国人研究者をポスト・ドクターや客員研究員として迎

える場合をすべて含んでいます．今後のスケジュール

としては，今年5月に日米のワークショップを開き，研

究計画を作り上げていくことがありますし，10月には

センターをオープンする予定です．

設置目的
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全球的気候変動に果たす北極域の役割を解明す
る．

全球的気候変動における北極域へのインパクトを

予測する．

北極域に特有な地球環境変動の機構を明らかにす

る．

日本・米国および全世界において遂行される北極

研究を支援し，またその一つの中核を担う．

5．極域研究を担う次代の研究者を育成する．

研究グループ
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海氷・海洋結合系

大気・海氷・海洋の相互作用

海洋生物生産を含む海洋中の物質循環

水循環（永久凍土，陸域植生）

大気化学成分と大気循環の相互作用

古環境復元（氷床コア・海底コア）

生態系（森林火災など）

固体地球

運営のポリシー

　運営に関しては，より多くの方の意見を聞けるよう

に，以下のようなポリシーを設けるよう努力します．

1．

2．

3．

4．

5．

各分野の専門家に広く意見を求める．（形式的では

ない実質的な計画会議，シンポジウムにおける成

果発表を行．う．気象学会，海洋学会の大会などで

スペシャル・セッションを設け，意見を求める．）

チーム・メンバー（ポスト・ドクターも含めて）

を公募で集める．

サバティカル研究者を積極的に受け入れる．

研究しながら学位を取得できるシステムを設ける．

現地でシステム・エンジニア，プログラマーなど

を雇用し，質の高い労働力を確保する．
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